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◆記事内容◆

 この情報誌は、共同募金の助成を受けて発行されています。

町民のみなさん、「安心」をありがとう！
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肝付町



内之浦小学校（工作つくり） 岸良地域支えあい委員会（夏祭りの様子）

　「共同募金」→「はネット」→　「肝付町」で

赤い羽根共同募金は、地域福祉に取り組むあなたのまちづくりを支援します。
○共同募金助成に関するお問い合わせ先：肝付町共同募金委員会　事務局（肝付町社会福祉協議会内・68-8188）

共同募金ネット寄付

　肝付町共同募金会では、「じぶんの町をよくする仕組み」のスローガンのもと、令和 3年度に肝付町内で集
められた『赤い羽根共同募金』を福祉または福祉に関する分野で、住みよい地域づくりにつながるような活動
を行っている団体やボランティアグループに配分することで肝付町の福祉活動を応援しています。

○令和 4 年度助成金事業報告○
( 令和 3 年度募金による助成金事業 )

　令和 4 年度　赤い羽根共同募金助成金配分団体
事　業　名 事業種別 事　業　名 事業種別

岸良地域支えあい委員会
地域福祉事業

国見地域づくり協議会
地域づくり事業

寄って結って会 宮富祭り実行委員会
高山小学校

特別支援学級

きしたん母ちゃん弁当グループ
国見小学校 ( ひまわり ) 町老人クラブ連合会 福祉団体育成事業
国見小学校 ( たんぽぽ ) 宮富地区公民館

異年齢交流事業内之浦小学校 後田地区公民館

エコーせせらぎ ボランティア団体 波野地区公民館
富山サロン 高齢者いきいきサロン

助成金配分団体 （事業対象）

肝付町共同募金委員会からお知らせ肝付町共同募金委員会からお知らせ

県共募配分 ６４８，０００円 大規模災害等の助成金・各福祉施設・各福祉団体

団体等配分 ４３０，０００円 １５団体（下表）

地域配分 １，８３６，３２３円 安心巡回車事業・ボランティア育成事業・地域福祉事業等

令和３年度配分金（総額） ２，９１４，３２３円

・住民の参加と協力による活動で、行政に依存しない活動。　　
・住民福祉の向上に寄与し、募金された方に理解してもらえるもの。
・事業ごとに区分がはっきりしており、助成金の使途が明確なもの。
　※一つの団体において複数の事業を申請することも可能です。

ます

　共同募金は、各地域に存在する生活課題や地域課題を解決するための活動の財源として位置づけられています。
　この運動の目的を達成するために、地域住民やさまざまな団体などが参画することにより、住民や地域の団体の
意思を反映することができる、住民参加型の運動をめざしています。
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令和４年度　社会福祉協議会の会員募集にご協力をお願いします

社会福祉協議会 ( 社協 )は、社会福祉法で唯一『地域の福祉』を推進する社会福祉法人と位置づけられており、それ
を実現するための各種福祉事業や、在宅介護を支える公益性の高い介護サービスを実施しています。
　高齢者や障がい者の方々はもちろん、町民のだれもが明るく安心して暮らせる元気な福祉のまちづくりのために、住民・
企業・事業所・団体によって組織される団体です。

会員の種類 対象 会費 (年額一口 )
一般会員 町内各世帯 ５00円
特別会員

特に社協事業に賛同いただける町内の保健、
医療、福祉団体、企業、事務所、町内外の個人 １，０００円団体会員

個人会員
※例年、一般会費は4月に各振興会長・班長さん方のご協力をいただき、各世帯にお願いしております。

赤十字講習会　令和 3 年度活動実績

肝付町内令和 3 年度訓練等実績

　日本赤十字社会員増強運動月間 (5月 ) へのご協力、ありがとうございました。引き続き、寄付金等についても受付け
ておりますのでよろしくお願いします。
　日本赤十字社は、会員から寄せられた会費・寄付金を財源に、支援物資の備蓄、救護班の訓練・組織化をおこない、
災害等が起こった際に備えています。肝付町分区でも台風・水害などの被災者に救援物資の配布や、訓練実演などの啓
発活動による防災意識の向上に務めています。

日本赤十字社肝付町分区　令和 3 年度活動報告

災害支援物資　肝付町内令和 3 年度配布実績
・被災件数　1　件　〈　毛布 0 枚　・日用品類 0 セット　・タオルケット 0 枚　・ブルーシート 1枚　〉

・非常炊き出し訓練　2　回   ・肝付町赤十字奉仕団による炊き出し実演　0　回
　※新型コロナウイルスの影響にて実施できませんでしたが、炊き出し等についてはお問い合わせください。

・救急法　9　件　　　　・水上安全法　1　件　　　　・幼児安全法　4　件

　県民の皆様が健康で安全な生活をおくっていただくために、日本赤十字社鹿児島県支部では下記講習会を開催していま
す。これらの講習会で身につけた知識と技術は、非常時や日常生活だけでなくボランティア活動などにも役立ちます。日程
及び各種講習の内容につきましては県支部ホームページ（ 「日本赤十字社鹿児島県支部」 ページ下方「講
習会・セミナーに参加したい」)等でご確認ください。

赤十字講習会のご案内

また、10人以上のグループ (受講者 )を対象に赤十字講習会指導員派遣をおこなっています。
上記ホームページで詳細をご確認の上、派遣希望日の2ヶ月以上前に (原則 )お問い合わせください。
　※新型コロナウイルスの影響で中止となる可能性があります。
日本赤十字社鹿児島県支部
【講習受付】099-256-2099【代表電話】099-252-0600　受付時間　平日9:00 ～ 17:00
※申込用紙は日本赤十字社肝付町分区 (肝付町社会福祉協議会内 )にも準備しています。　電話・68-8188

○救急法　○水上安全法　○幼児安全法　○健康生活支援講習　○海の安全教室

　令和３年 11 月 11 日 ( 木 )、日本赤十字社名誉副総
裁寛仁親王妃信子殿下のご臨席のもと、大分県立総合
文化センター「iichiko グランシアタ」（大分市）にお
いて九州八県赤十字大会が開催され、本町からは村商
( 株 ) の新村順一郎様
が「金色有功章」を
受賞されました。
　また、村商 ( 株 ) 様
は、昨年 9 月に「赤
十字サポーター」に
も登録されており、
日本赤十字社鹿児島
県支部より認定証が
送られました。

九州八県赤十字大会で受賞九州八県赤十字大会で受賞 日本赤十字社ネット寄付日本赤十字社ネット寄付

日本赤十字社に関する
お問い合わせ先
日本赤十字社肝付町分区
（肝付町社会福祉協議会内
　☎ 68-8188）　担当：有村

「日本赤十字社」→「寄付」で

日本赤十字社が赤十字活動への
ネット寄付を受け付けています
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◆養護老人ホーム国見園
　〒893-1207　鹿児島県肝属郡肝付町新富 4585 番地 2
　ＴＥＬ：0994-65-2302　ＦＡⅩ：0994-65-1560

◆デイサービスセンター国見園
ＴＥＬ：0994-65-1550　ＦＡⅩ：0994-65-1560

　４月に中庭の八重桜が満開となり、桜の
下で花見をしました。歌ったり、踊りをさ
れたり皆さんの笑顔がとても素適でした。

　４月には看護実習生と一
緒に、貼り絵やレクリエー
ションを楽しみました。

スタッフ募集については、直接お問い合わせください。【担当：中村（浩）】

今年の節分も鬼がやってきました。
鬼は外、福は内　1年間の無病息災
を祈願し、豆まきを楽しみました。

　百歳の誕生日、おめでとうございま
す。食事や体操などを頑張っておられ
る姿は皆様の目標となっています。

楽しみまし
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　この事業は、ボランティア活動をしている、またはこれからボランティア活動を始める児童・生
徒にボランティアカードを配布し、活動の実績に応じてカードへスタンプを押印するというもので
す。次代を担う子どもたちのボランティアに取り組むきっかけづくりと活動の定着・継続を図ると
共に、子どもたちの社会参加への理解と関心を高め、みんなで支えあう住みたいまちづくりを目指
していくことを目的としています。

児童・生徒のふれあいボランティア活動事業児童・生徒のふれあいボランティア活動事業

１． 事 業 の 目 的　１． 事 業 の 目 的　

２． 対 象 と な る 方２． 対 象 と な る 方

４． 「私のふれあいボランティア活動カード」 の利用方法４． 「私のふれあいボランティア活動カード」 の利用方法法

３． 対 象 と な る 活 動３． 対 象 と な る 活 動

　肝付町内の小学生、中学生、高校生

　地域社会や個人・団体の福祉の増進に寄与するボランティア活動が対象となります。
（例）施設等訪問、地域内清掃（河川・海岸など）、収集・募金活動、献血、自然環境保全活動、緑化活動、
文化継承、郷土芸能、行事参加活動、災害ボランティア活動、子ども会や公民館等の行事などです。

全体の流れ
①各学校から活動カードをもらう　《小学生：ピンク　中・高校生：グリーン》

②ボランティア活動をする

③スタンプを押してもらう

④ 10スタンプ貯まったら

　【肝付町社会福祉協議会（本所・内之浦事業所）にも置いています】

　ボランティア活動に参加した人は、最寄りの窓口に活動カードをお持ちください。

　【窓口：各学校・各地区公民館・肝付町社会福祉協議会（本所・内之浦事業所）】
　・活動 1回につき 1スタンプを押します。　※原則：1日 1スタンプ（30分以上の活動）
　・活動カードに必ず活動日や活動内容を書いてください。

　10スタンプ毎に『ボランティア認定証』を発行しますので、活動カードを肝付町社会福祉協議会
窓口へお持ちください。

　肝付町ボランティアセンター
　　（肝付町社会福祉協議会内）
　〒 893-1207
　　肝付町新富5589-8《肝付町福祉会館》
　　電話：68-8188　　担当：有村

い。

】

表表〇

裏裏〇

５． 問 い 合 わ せ 先５． 問 い 合 わ せ 先
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パラスポおおすみ活動
　障がいのある方々とその支援者で組織する「パラスポおおすみ」は、毎月第 3土曜日に肝付町福祉会館やその
周辺の広場を利用して活動しています。どなたでも参加できますが、保険をかけますので事前にお申込みください。
保険料について個人負担はありません。児童・生徒のみなさんは、「児童・生徒のふれあいボランティア活動事業
（※）」の対象になりますので活動カードを持参して参加ください。（※）概要については、P6参照
道具の貸し出しも致します ( 無料 ) ので、興味がある団体や地域の健康づくり教室等に是非ご活用ください。

《お問い合わせ・申し込み》
　社会福祉法人　肝付町社会福祉協議会　
住所：肝付町新富5589-8（町福祉会館） 電話：(0994)68-8188　／　FAX：(0994)68-8187
メール ：chifuku ＠ po3.synapse.ne.jp　 担当：中村（美）

8187

是

　３月10日、高山中学校生徒会より肝付町社会福祉協議会へペット
ボトルキャップが贈呈されました。本会では、町内の小中学校・高
校や企業をはじめ、たくさんの方々からペットボトルキャップなど
の寄付をいただいています。高山中学校教頭の福永先生は、「子ど
もたちと教職員がともに自分にできることは何なのかを常に考え、
小さな一歩を積み重ねて、社会に貢献できるようにこれからも学校
全体でボランティア活動に取り組んでいきたいと考えています。」
と話されました。ありがとうございました。
　肝付町内で集められたペットボトルキャップは、
「世界の子どもにワクチンを日本委員会（ＪＣＶ）」が「国連児童基
金：ユニセフ（unicef）」に発注するワクチンの代金となります。

ペットボトルキャップありがとうございます

令和３年度生徒会長　益山　昊大さん
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おおすみ地域成年後見センターが誕生しました！
　大崎町、東串良町、錦江町、南大隅町、肝付町の５つの町と社会福祉法人肝付町社会福祉協議会が共
同で「おおすみ地域成年後見センター」を令和４年４月１日に肝付町福祉会館に設置し、同月２０日に
開所式が執り行われました。センターは、認知症や知的障がい、精神障がいなどによって物事を判断す
る能力に不安のある方々が住み慣れた地域で安心して生活を継続できるよう、成年後見制度の普及、啓発、
相談、その他円滑な制度利用促進のための支援を実施し、高齢者や障がい者等の権利擁護を図ることを
目的としています。 
【事業内容】　認知症の方や知的障がい、精神障がい者等の人権を尊重し、一人ひとりがその人らしく地
域で安心して生活できるよう、関係機関等との連携及び協働により、成年後見制度の周知及び相談、後
見人等の受任その他各種の権利擁護のために (1) 広報業務、(2) 相談業務、(3) 利用促進業務、(4) 後見
人等支援業務、(5) その他利用促進に関する業務を行います。

〇問い合わせ先：おおすみ地域成年後見センター　　☎：68-8188　　担当：森・中村 (美 )

「成年後見はやわかり」https://guardianship.mhlw.go.jp を加工して作成しています。
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